
令和 6年第 3回高森町定例会一般質問 

 

令和 6年 9月 10 日 午前 9時 開議 

会場：高森町役場 議場 

 

順序 氏名 質問事項 

1 佐々木 昌 Ⅰ 河川清掃の安全対策について 

2 本島 未来 
Ⅰ 「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」から考える包括的性

教育について 

３ 北沢 幸保 Ⅰ 地域計画の策定と策定後の推進等について 

4 小平 一博 Ⅰ 町の農業振興と市田柿振興を問う 

5 三浦 喜久夫 Ⅰ フレイル予防に関心を持ってもらい増々の普及を 

6 木下 啓爾 Ⅰ 今後の補助金・支援金に係わる施策について 

７ 原 敏明 Ⅰ アレチウリの駆除を問う 

８ 大島 正光 Ⅰ 南海トラフ巨大地震の対応について 

9 河合 隆俊 Ⅰ 災害時の「福祉的な支援」について 

 



 
 

令和 ６年 ８ 月  ２６日 

高森町議会議長   様 

高森町議会議員 佐々木昌  印 

一 般 質 問 通 告 

 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目 Ⅰ 河川清掃の安全対策及び地震の防災対策について 

 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

(１) 本年度の河川清掃の参加者数は。 

年齢別には。 

中学生は。 

 

 

 

 

① 今回の清掃での事故やケガの町への報告数は。 

② 総合賠償保険制度の加入の仕方。対応の仕方は。 

③ ６５歳以上の高齢者の参加率は。 

④ 一年開かした、河川状態での問題は。 

⑤ 中学生は何人参加したか。 

⑥ 年に数回小さな範囲で自治会、地区ごとやる方法な

どあると思うが、町として今のやり方を継続するか。 

（２)町が行う河川清掃の目的は何か 

  箇条で簡潔に。 

 

 

（３）年度ごとの状況把握と危険性の排除や

安全性について中止指示も含め各地区へ

どのように指導しているか。 

 

 

 

 

 

 

①一部の河川清掃参加者の声として、高齢者が、河床が

不安の中で、川の深みに転倒した例、鎌とビーバーを同

時に使った際の危険を感じた例、一年の清掃の開き

で、中洲が高くなり、作業の困難をきたした例などを聞い

ているが、例えば、鎌とビーバーはこの川には一緒に入

らない。ビーバーのエンジンは切って移動する。など明

確な指導をすべきではないか。 

②作業困難箇所は人を入れない事前指導や地区との協

議が必要ではないか。 

③地域学習としての中学生の河川清掃参加は極力危険

を取り除いた場所を指定し、一度行政が事前整備した

河川に入り安全な水量の時期に学習作業をするのが、

適切だと考えるがどうか。 

 

野沢　稔
テキストボックス
建設課長



 
 

 

令和６年８月２６日 

高森町議会議長   様 

高森町議会議員 本島 未来 印 

一 般 質 問 通 告 

 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目Ⅰ 「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」から考える包括的性教育について 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

（１）国際セクシュアリティ教育ガイダンスにつ

いての見解について伺う 

 

 

 

 

① 性教育は人権教育であり、性教育を学ぶことは子ど

も・若者にとっての権利といえます。当町の性教育はこ

の権利をどの程度尊重出来ているか伺う。 

 

 

② 子ども達に対する現状の「性に関する指導」内容につ

いて伺う。 

 

 

 

③ 包括的性教育中心への学習内容の切り替えがこれか

らを担う子ども達にとって最善と考えるが見解を伺う。 

 

 

 

（２）性教育に実績のある多方面の外部講師

による授業への早期参入の必要性を伺う  

① 教員や周りの大人が「性と人権とジェンダー平等」を正 

しく認識するための機会の確保機会を今後どのように

設けるのか伺う。 

 

 

② 日本版ＤＢＳ法の法律施行について、どのように受け

止め、また教員への共有状況なども含めて、今後どの

ような施策の推進や研修を考えているのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

※別途資料を利用して質問する場合は、質問の正副議長確認時に合わせて確認を受けること 

 

 

 

 

 

野沢　稔
テキストボックス
教育長



 
 

令和 ６年 ８月２６日 

高森町議会議長 岩口友雄 様 

高森町議会議員 北沢幸保 印 

一 般 質 問 通 告 

 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目 Ⅰ 地域計画の策定と策定後の推進等について 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

（１） 地域計画の策定について、町長は

12月議会で、「一律に同時期の計画

策定は困難であり、議論が先行して

いる地域から進めたい」と答弁した。

現在の考えを伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）地域計画策定区域ごとに「農用地利 

用規程」を規定しなければならない。 

その内容と、誰が・いつまでに規定す 

るのか。 

 

 

 

 

 

（3） 昨年 9月に町が改正した「農業経

営基盤の強化の促進に関する基本

的な構想」が地域計画策定と推進の

指針となっている。農業委員会・農

業者・農業団体・関係機関等に周知

や認識の一致は図られているか。  

 

 

① 当町には、多面的機能支援金 19地区、中山間地等直

接支払制度 17地区が活動している。町内一斉に地域

計画を策定しないと、令和 7年度から支援金がもらえな

い地区が発生してしまうのではないか。 

② 地主への意向調査の回収率は 57.4％とのこと。目標地

図の素案作成に向けての影響と対策を伺う。 

③ 地域計画は 7区の他、.独立して作成する必要がある地

区も想定される。具体的にはどの地区で策定するのか？  

④ 町全体の認定農業者・団体経営体の数は？また、地域

計画を策定する 7区それぞれ、何人・何団体が営農して

いるのか。 

⑤ 当町では、新規就農者の確保は毎年 5人を目標にして

いる。どの様な施策や手段で確保していくのか。 

⑥ 現状の農用地の集積率は？また、将来の目標とする集

積率は？それを達成する年度は？  

⑦ 当町は、農地中間管理機構を積極的かつ有効に活用 

   するとしている。農地中間管理機構を活用し易い地区は 

どの様な場所か。また、その目標集積率は？ 

 

① 農業経営基盤強化促進事業を推進していくために、当町 

はどの様な事業を行っていくのか。 

② 地域計画を実現するために、各地区ごとに、年 1回以上 

   進捗管理を行わなければならない。どのような組織で進 

捗管理を行うのか。 

③ 今後、地域計画や農業委員会に関わる担当部署の業務 

量はどのくらい増えると考えているか。また、そのために 

人的体制をどのように増強する計画か。 

 

① 町・農業委員会・農業者・農業団体・事業者・町民が、そ

れぞれの役割を積極的に果たし、一体となって農業及

び農村の振興に取り組み、活力ある農業及び農村を確

立するために「農業・農村振興条例」を制定すべきでは

ないか。 

② 当町は近隣町村に比べて、農業及び農村の振興に対す 

る取組が遅れている。10年後には他町村をリードするよ 

うな活力ある農業及び農村にするために、町長の決意を 

伺う。 

 

※別途資料を利用して質問する場合は、質問の正副議長確認時に合わせて確認を受けること 

野沢　稔
テキストボックス
産業課長

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
産業課長

野沢　稔
テキストボックス
産業課長

野沢　稔
テキストボックス
町長



 
 

令和６年８月２６日 

高森町議会議長   様 

高森町議会議員 小平一博    印 

一 般 質 問 通 告 

 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目 Ⅰ 

町の農業振興と市田柿振興を問う 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

（１）町は農業経営基盤の強化の促進に関す

る基本的な構想に基づき農業振興を進め

ているが現状について説明を求める 

 

 

 

 

① 町の農業者人口を今後増やしていく具体的施策はあ

るのか 

 

② まちづくり懇談会で農業と地域計画について地区懇談

会が行われた。その様子について説明を求める 

 

③ 懇談会における農業と地域計画について、まちづくりに

どのように生かしていくのか 

 

 

 

（２）市田柿発祥の町としてどの様に捉えてい

るのか 

①市田柿生産は多額の資金が必要。始めたい人、又規

模拡大をしたい人に町の支援はあるのか、その現状は 

 

②近隣の市町村での市田柿振興についての支援状況は 

 

③市田柿生産に必要な柿剥き機の購入価格は 200万

円以上になる。現在使用している機械も更新の時期に

来ている。国、県の支援事業ではなく町独自の支援を

行う考えは 

 

④市田柿産業を守るには個人経営も必要だが地域におけ

る法人化が必要と思うが考えは 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※別途資料を利用して質問する場合は、質問の正副議長確認時に合わせて確認を受けること 

 

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
町長



令和 6 年 8 月 26 日 

高森町議会議長   様 

高森町議会議員 三浦 喜久夫 印 

一 般 質 問 通 告 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目 Ⅰ フレイル予防に関心を持ってもらい増々の普及を。 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

（１）「オーラルフレイル」の概念をより多くの人

に知っていただき意識してもらうことが必要

と思う。それに対して普及・啓発・推進にど

う取り組んでいるか。 

①歯科口腔保健推進には、今後も力を入れる必要性を

感じる。健康診断に歯科口腔に係わる検診を取り入れ

てみてはどうか。 

②歯を維持するには定期検診と歯科衛生士は欠かせな

い。歯科医から定期的に歯科口腔保険指導を受けら

れるよう、住民皆かかりつけ歯科医を持つことが必要と

考えるがいかがか。 

（２）平成の初期、高森町はダンベル体操で

注目された。その後の健康事業で町民の

健康意識は高い町と思う。この体操の推

移、続けている町民もいると思うが、期待し

たほど継続していないのはなぜか。 

①昨年の地域ケア会議の特別企画「目指せ！足から始

まるフレイル予防」はいい企画と思う。この事業、毎年開

催することを要望する。 

②インターバル速歩は勧めていくべきことと思う。新しくでき

るサッカー場とクラブハウスの活用も兼ねて、そこでトレ

ーニングできるように開放出来ないか。 

③インターバル速歩の事業はいい結果が出ると思う。この

事業を継続活用していってもらいたいが、担当課の考え

をお聞きします。 

（３）フレイル予防「社会参加」について、シニ

ア大学は大きく貢献していると思う。学生

が減少傾向にあると聞いたが、学生増に

向けての対応策は考えているか。 

①民生委員のみなさんが月１回広報誌を配布している活

動に便乗し、シニア大学募集とフレイル予防「社会参

加」を呼びかけてみてはいかがか。 

②「高森町シニアクラブ」についてお聞きします。 

③フレイル予防「社会参加」について、今後取り組む事業・

企画など、町民の皆様に周知を兼ねて担当課にお伺い

します。 

④フレイル予防に関して意識のある人はいいが、フレイル

に気づかない人をどうするか。某電力会社の「ｅフレイル

ナビ」を活用して検知し、早期のフレイル把握や支援に

つなげられるサービスがある。導入したらどうか。 

別途資料を利用して質問する場合は、質問の正副議長確認時に合わせて確認を受けること 

野沢　稔
テキストボックス
健康福祉課長

野沢　稔
テキストボックス
健康福祉課長

野沢　稔
テキストボックス
健康福祉課長

野沢　稔
テキストボックス
教委事務局長



 
 

令和６年９月２６日 

高森町議会議長   様 

高森町議会議員 木下 啓爾 印 

一 般 質 問 通 告 

 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目 Ⅰ 

今後の補助金・支援金に係わる施策ついて 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

（１）町民の皆さんから、町からの補助金や支

援金の増額・新設について沢山のご意見

やご相談をお聞きしている。当然、行政に

もその声は届いていると思われる。そんな

中で、現在の高森町にとっての「補助金や

支援金の意義」について町長のお考えを

お聞かせいただきたい。 

 

 

 

 

 

（２）町民からの要望や歴代町長の考えで創

設され、現在も引き継がれ実施されている

補助金・支援金がほとんどである。今まで

「福祉の町、子育ての町、高森」と言わ

れ、補助金や支援金と並行して様々な施

策を展開してきた。そんな中で、廃止され

たものはあるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）国の財政問題が今後も続いていくと予想

される。国からの交付金に大きく左右され

る地方自治体の財政についても同様であ

る。現在、高森町は税収を含めてしっかり

とした方向性や計画性を持った行財政の

対応がなされていると考えているが課題は

あるか。 

① ９月議会で令和５年度の決算を審議しているが、町の

「補助金や支援金」は多方面にわたる。その中で「高

森町独自の補助金・支援金」の総計はどれほどの額

になるのか。また、予算総額における「補助金・支援

金」の割合をお聞きします。 

② 以前との比較をしたいので、同様な計算で過去の決

算についても同様な数値を教えて頂きたい。 

③ それらの「補助金や支援金」について、今後の推移を

どのように考えているか。 

④ 様々な補助金・支援金の要望に対応し、それらを予

算計上するにあたり、高森町ではどのようなシステム

があるか。 

① 「補助金・支援金」の関係施策については、課内・庁

内、時には公開を含めた評価を実施しているが、補助

金・支援金の評価や成果はどのように評価しているの

か。 

② 町民からの要望を考えると、今後は「補助金・支援金」

は増え続ける傾向にある。それに対して、町の財政面

からの課題はないか。 

③ 現在「第７次まちづくりプラン」を策定中である。「現在

の補助金・支援金」について、「あるものは無くせない」

との思いを払拭し、意義や効果などの面から再度点検

を行う必要があるのではないか。 

④ また、「補助金・支援金」にかかわり、新たな事業計画

や「廃止・休止・減額」などを検討する、行政・町民・外

部有識者からなる「審議会」のようなシステムが必要

になると考えるがいかがか。 

① そもそも「補助金・支援金」に対しては、町民の生活の

家計に直接かかわる問題があるため、その改革につい

てはある意味「手の付けにくい」の分野でもある。しかし

ながら、今後の事を考えると、予算総額の○○％以内

のような「上限枠」なども考えていく必要があるのでは

ないか。 

② 一方で、町民の皆さんに「世代を超えて補助金・支援

金について考えて頂く機会」を作ることは、今後の高森

町財政運営やまちづくりのために必要があると思う。こ

の機会に、町を挙げて「補助金・支援金に係わる課

題」を周知し、考えて頂く施策を考えてみたらどうか。 

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
町長

野沢　稔
テキストボックス
総務課長

野沢　稔
テキストボックス
総務課長

野沢　稔
テキストボックス
総務課長

野沢　稔
テキストボックス
総務課長

野沢　稔
テキストボックス
総務課長

野沢　稔
テキストボックス
総務課長



 
 

令和 ６年 ８月 ２６日 

高森町議会議長   様 

高森町議会議員 原 敏明 印 

一 般 質 問 通 告 

 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目 Ⅰ アレチウリの駆除を問う 

特定外来植物アレチウリは、天竜川などの河川敷や道路畦畔だけでなく、荒れ地や畑・住宅敷地内などで

も見られるようになった。 

この状況にあった駆除の対応が求められる。 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

(１) アレチウリの繁茂分布の確認と除草の依

頼は 

東京都あきる野市は、自宅の敷地や畑

の除草と共に、何処に生えていたかの連

絡を市民に依頼し、土地所有者を調べ

除草依頼すると共に、市有地の除草を

行っている。 

当町の現在の取組みと、アレチウリの分

布状況についてうかがう。 

①町有地につては、町で駆除できているのか。 

②アレチウリ駆除の協力依頼は、昨年６月のお知らせ版で

は、オオキンケイギクのみで記載なし、今年６月の広報

あったかもりでは、一年草のアレチウリと多年草の、オオ

キンケイギクの駆除法が記載されている。実のつく前の

アレチウリは、刈払や抜き取りのままで、よいのでは、負

担を軽減して依頼すれば、協力を得られやすいのでは

ないか。 

  

③アレチウリ駆除では、一年草であり、「種が落ちないよう

にすること。」実には、堅いとげがある。大変危険。「種を

付けさせない。」ことが、かぎ。アレチウリを見分けやす

く、花期前の８月上旬に刈払を推奨してはいかがか。 

 

(２) アレチウリの駆除を全町的な取組みに 

安曇野市では、繁茂している区と共催で

一斉駆除実施、駒ヶ根市では、１０人以

上が参加する特定外来植物などの駆除

作業に３００ポイント付与など、市民参加

の駆除作業を実施している。町は、駆除

を」やり遂げていくために、多くの町民に参

加いただけるための施策を考えている

か。 

① アレチウリ駆除の方法については、各自治体によって、

若干異なる表記がされている。 

県の研修会や研究者の意見も聞いて正しい知識で取

り組む必要があると思う。学ぶ場を設けることも考えら

れるか。 

 

 

 

野沢　稔
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様式 

令和 ６ 年 ８ 月２６日 

高森町議会議長 岩口 友雄  様 

高森町議会議員  大島 正光  印 

一 般 質 問 通 告 

 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目  

      南海トラフ巨大地震の対応について 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

８月８日南海トラフ想定震源域周辺でマグ

ニチュード（Ｍ）７クラスの地震が起き、気

象庁は初の「臨時情報」を発表した。 

その後、警戒期間の１週間が過ぎた１５

日、想定震源域で大地震につながる可

能性がある特段の変化を示す地震活動

や地殻変動は観測されていないとして、

呼びかけが終了した。 

 

（１）高森町は南海トラフ地震対策の特別

措置法に基づく「防災対策推進地域」に

指定されている。 

町民の生命と財産を守る立場から、「臨

時情報」の受け止めと、町民に対しどのよ

うな情報を発出したのか、町長に伺う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 気象庁は、「南海トラフ沿いの地震活動は依然活発で大地

震は平常時でも切迫性が高く、今後いつ発生してもおかしく

ない。」として日頃からの備えを引き続き実施するよう求め

ている。 

  家具の固定や災害用の備蓄品など各戸への町からの情報

提供は。 

②平成２７年に策定された「長野県地震被害想定調査報告

書」によると、今後、南海トラフ巨大地震の３０年以内の地震

発生確率は７０％～８０％とされ、陸側ケースで震度６弱以

上の揺れが生じ、高森町の建物被害（全壊・消失が５０棟）

（半壊が５５０棟）、停電や断水等のライフライン被害が発生

すると予想しています。 

  私が注目するのは建物被害の多さ。 

昭和５３年の宮城県沖地震等の被害状況を受け、昭和５６

年に建築基準法の耐震関係が見直されました。上記の報告

書での６００棟は昭和５６年以前の建物と想定されます。 

町の調査で推計すると昭和５５年以前に建築された住宅

は、１５９０戸で町内住宅の３４．５％を占めている。 耐震診

断などできることの対応を早急に提案する。 

③高森町耐震改修促進計画によると、令和７年度における住

宅の耐震化率の目標を９０％としているが、達成できるのか

伺う。 

④住宅に関し耐震診断を受ける場合は所有者負担がないが、

耐震改修工事を実施する場合の補助対象経費は改修工事

費の８割で補助限度額（１００万円/戸）となっているが、補

助限度額の増額を提案。 
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令和 ６ 年 ８ 月 26 日 

高森町議会議長   様 

  高森町議会議員  河合 隆俊 印 

一 般 質 問 通 告 

 

次の事項について質問したいので通告します 

質問項目 Ⅰ 

災害時の「福祉的な支援」について 

 

【1回目質問要旨】 【2回目以降】 

（１） 
８月８日宮城県沖の日向灘を中心とした、マ 

グニチュード７．１の地震が発生し、南海トラフ 

地震臨時情報（巨大地震注意）が 8 月 15 日

まで出された。 

南海トラフに限らず、各地で大きな地震が起き 

ていることから、当町においても今後の大規模 

災害に備えて改めて取り組んでいかなければ 

ならないと思うがいかがか。 

 

 

 

 

① 当町では、令和４年３月に災害時における緊急物資

輸送及び物資配送拠点の運営に関する協定を、令和４

年１１月には災害時における応急必需物資の供給に関

する協定を結んでいる。 

定期的な協議を行い、物資の見直しや避難所への輸送

経路などの確認を行っているか伺う。 

 

② 国の中央防災会議は今年６月、災害対応の基礎と

なる防災基本計画を修正し、今回の能登半島地震で高

齢者ら要配慮者が数多く被災したことを踏まえ、災害応

急対策に「福祉的な支援」の必要性を明記した。 

災害応急対策の「福祉的な支援」および保健衛生環境

の整備について今後の当町の取組みについて伺う。 

 

③ 2022年の国の調査では、防災担当の女性職員が1

割以上の市町村はゼロの女性職員の市町村に比べ、女

性や乳幼児向け用品・介護用品の備蓄割合が高い傾

向がみられた。 

災害への備蓄用品に女性の視点は重要だと考える。 

当町の備蓄用品は女性の視点にも配慮した備蓄となっ

ているか伺う。 

 

④ 

能登半島地震では、国によるプッシュ型支援により「仮

設トイレ」が各地の避難所に届き始めたのは、政府の参

考資料によりますと、発災から４日目以降と伺っている。

つまり発災３日間は、自治体で「携帯トイレ」等を確保しな

ければなりません。 

「携帯トイレ」の備蓄の現状と今後について伺う。 

⑤ 

当町では、トランク型トイレを２０基購入済みで、新たに 

１０基購入予定と伺っている。 

トランク型トイレはどのようなトイレか説明を。 
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総務課長
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総務課長
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テキストボックス
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⑥ 

災害発生直後の避難所生活では、の「携帯トイレ」「簡易 

トイレ」が正しく使えなければ衛生環境を維持できないこ 

とから各地区の運営マニュアルなどに反映する必要があ 

ると考える。また、平時に携帯トイレや簡易トイレを正しく 

使えるように、町民へ周知が大切だと考えるが。 

⑦ 

地域の介護福祉施設の「携帯トイレ」「簡易トイレ」の 

備蓄等の状況を確認し、必要に応じて備蓄を支援する

必要があると考得る。介護福祉施設における携帯トイレ

等の備蓄について現状と課題を伺う。 

⑧ 

今回の「能登半島地震」を機に、全国の自治体で、新た 

にトイレトレーラーを導入する動きが出ている。 

災害時における、トイレ環境の整備は、命を守る取り組 

みに通じるため、当町においても、「トイレトレーラー」の整

備を提案する。 

 

※別途資料を利用して質問する場合は、質問の正副議長確認時に合わせて確認を受けること 
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